
２０２３年度（令和５年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

大谷台学区まちづくり推進委員会 委員長 岩岡 一道 

  (問合せ先) ０８４－９４８―０１３６（大谷台交流館） 

事業内容 

（１）地域交流事業（７月・１０月・１月） 

（２）防災事業（１１月２６日） 

（３）福祉・コミュニティ事業（通年） 

（４）まちづくり講座（通年） 

（５）次世代育成事業（１１月・１２月） 

（６）まちづくり推進委員会運営事業（年間５回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 果 

コロナ禍が明けて初の三大祭り（夏祭り・ふれあい祭り・とんど祭り）など、地域全体で取り組みより一層地

域の絆が深まった。 

生活支援活動が始まった事により、地域の高齢者や障がいのある人が安心して生活することができるようにな

った。 

課 題 

子どもたちを巻き込んだ事業展開をして行きたいとの意見が多く、どの様に巻き込んで行くかが課題である。 

生活支援活動では、求められる支援に応えられない案件もある。 

課題解決にむけて 

小中学校との連携を密にし、推進委員会全体で子どもたちが主体で取り組める行事を作って行く。 

まずは、子どもたちに大谷台でどんな取組をしているのか知ってもらい、自分たちで何が出来るのか話し合い

から始めて行く。 

生活支援活動は、話し合いの機会を設け、振り返りをしながら進めていく。新規ボランティアも随時募集もし

て行く。 

推進委員会運営事業では、笑顔が多く前向

きで活発な話し合いが行われています。 

12 月に行われた健康ウォーキング 

約８キロの距離を２時間かけて歩きました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活支援活動「近所お助け隊」発足 

２０２３年４月１日に大谷台学区生活支援活動「近所お

助け隊」が発足しました。 

４０代～７０代の隊員が参加し、現在３６名がボランテ

ィア登録しています。主に庭木の剪定伐採、草取り、粗

大ごみ出しの依頼があり、みなさん自分の得意な分野

で生き生きと活動しています。 

買い物支援もありますが、なかなか利用者が増えず、買

い物支援チームは、今か今かと依頼を心待ちにしてい

ます。 

隊員との連絡には主にタブレットでコミュニケーションア

プリを使い、スムーズな運営が出来ています。 

高齢化に伴い、ますます需要が増えると思われますが、

無理をせず細く長く続けて行きたいです。 

 

草取り作業  ビフォー 

草取り作業  アフター 

剪定・伐採作業中～作業量が多く、暑くて大変な時もあ

りましたがみんなで頑張って活動しました。 


